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十二指腸 ESD 実験の 2週間前にブタの大腿から骨格筋を 5ｇ採取し、初代筋芽細胞を
分離後 2週間培養し筋芽細胞シートを作成した。筋芽細胞はフローサイトメトリーで
筋芽細胞表面抗原 CD56 抗体の陽性率を検討した。作成した筋芽細胞シートは Desmin
抗体で免疫組織学的染色を行った。線維芽細胞シートを対照とし、成長因子関連遺伝
子について RT-PCR を用いて発現遺伝子の解析を行った。 
ブタの十二指腸 ESD モデルとして、開腹した後に経口的に内視鏡を挿入し十二指腸下






後穿孔の有無と組織癒着 score を肉眼的に評価した。ESD 後潰瘍部分を含む十二指腸





骨格筋から分離培養した細胞のフローサイトメトリー分析では CD56 陽性細胞は 67.1
±5.8％であった。また、RT-PCRで培養細胞は筋芽細胞に特異的な遺伝子であるDesmin、






網単独群と比較し術後の癒着が有意に抑制された。血清 CRP および TNF-αの値は、手
術前と比較して、両群で手術後に増加したが、手術後 3日目の CRP はシート移植群で
有意に低く、TNF-αもシート移植群で低い傾向が認められた。術後 3日目に回収した
十二指腸の HE 染色標本では大網単独群で潰瘍部の壊死と穿孔を認めたが、シート移
植群では潰瘍部の組織の再生を認め Desmin 抗体で染色される筋芽細胞シートが潰瘍
部に生着していることが確認された。 
 
 
【考察】 
本研究では、術後 3日目に大網単独群が全例で穿孔と高度な癒着を呈していたのと比
し、シート移植群では、全例で穿孔と癒着が予防され自家筋芽細胞シートによる ESD
後穿孔予防効果が示された。術後の病理組織学的検査で、移植された筋芽細胞周囲に
線維芽細胞とコラーゲン線維が認められ、組織の再生と治癒が促進されたことが示唆
された。これらの機序として、１．移植した筋芽細胞シートから成長因子が発現し線
維芽細胞などの創傷治癒細胞が誘導された ２．筋芽細胞シートが大網からの新生血
管を誘導し創傷治癒を促進した可能性 ３．筋芽細胞シートが胆汁や膵液に対し物理
的なバリア機能を持つ可能性などが考えられた。今回の結果は、十二指腸 ESD 後の合
併症の低減だけでなく、細胞シート技術による再生医療を腹腔内領域へ広く発展させ
うる可能性を示すものであると考えられた。 
